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1. 平成31年3月期第2四半期の連結業績（平成30年4月1日～平成30年9月30日）

(1) 連結経営成績（累計） （％表示は、対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属する四

半期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

31年3月期第2四半期 7,433 △21.0 499 △41.7 535 △39.7 277 △47.3

30年3月期第2四半期 9,404 44.2 856 47.2 886 46.0 526 70.7

（注）包括利益 31年3月期第2四半期　　231百万円 （△60.6％） 30年3月期第2四半期　　586百万円 （106.1％）

1株当たり四半期純利益
潜在株式調整後1株当たり四半期

純利益
円 銭 円 銭

31年3月期第2四半期 354.04 ―

30年3月期第2四半期 671.46 ―

（注）　平成29年10月１日を効力発生日として普通株式10株につき１株の割合をもって株式併合を実施しております。これに伴い、１株当たり四半期純利益は、
前連結会計年度の期首に当該株式併合が行われたと仮定し、算定しております。

(2) 連結財政状態

総資産 純資産 自己資本比率 1株当たり純資産
百万円 百万円 ％ 円 銭

31年3月期第2四半期 15,615 8,276 52.7 10,504.97

30年3月期 17,058 8,270 48.2 10,493.23

（参考）自己資本 31年3月期第2四半期 8,236百万円 30年3月期 8,228百万円

2. 配当の状況

年間配当金

第1四半期末 第2四半期末 第3四半期末 期末 合計
円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

30年3月期 ― 0.00 ― 280.00 280.00

31年3月期 ― 0.00

31年3月期（予想） ― 250.00 250.00

（注）直近に公表されている配当予想からの修正の有無 ： 無

平成30年３月期　　　　　　 期末配当の内訳　　普通株式　240円00銭　　特別配当　40円00銭

平成31年３月期（予想）　　期末配当の内訳　　普通株式　250円00銭

3. 平成31年 3月期の連結業績予想（平成30年 4月 1日～平成31年 3月31日）

（％表示は、対前期増減率）

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属する

当期純利益
1株当たり当期

純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 21,000 △2.6 1,500 △32.2 1,500 △33.4 1,000 △31.5 1,275.30

（注）直近に公表されている業績予想からの修正の有無 ： 無



※ 注記事項

(1) 当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動） ： 無

新規 ― 社 （社名） 、 除外 ― 社 （社名）

(2) 四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 ： 有

（注）　詳細は、添付資料Ｐ．10　「２．四半期連結財務諸表及び主な注記　（４）　四半期連結財務諸表に関する注記事項　（四半期連結財務諸表の作成に
特有の会計処理の適用）」をご覧ください。

(3) 会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

① 会計基準等の改正に伴う会計方針の変更 ： 無

② ①以外の会計方針の変更 ： 無

③ 会計上の見積りの変更 ： 無

④ 修正再表示 ： 無

(4) 発行済株式数（普通株式）

① 期末発行済株式数（自己株式を含む） 31年3月期2Q 785,000 株 30年3月期 785,000 株

② 期末自己株式数 31年3月期2Q 966 株 30年3月期 871 株

③ 期中平均株式数（四半期累計） 31年3月期2Q 784,060 株 30年3月期2Q 784,320 株

（注）　平成29年10月１日を効力発生日として普通株式10株につき１株の割合をもって株式併合を実施しております。これに伴い、期末発行株式数、期末自
己株式数及び期中平均株式数は、前連結会計年度の期首に当該株式併合が行われたと仮定し、算定しております。

※ 四半期決算短信は公認会計士又は監査法人の四半期レビューの対象外です

※ 業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項

（将来に関する記述等についてのご注意）

　本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判断する一定の前提に基づいており、その
達成を当社として約束する趣旨のものではありません。また、実際の業績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。業績予想の前提となる条件及
び業績予想の利用にあたっての注意事項等については、添付資料Ｐ．３　「１．当四半期決算に関する定性的情報　（３）　連結業績予想などの将来予測情報に
関する説明」をご覧ください。
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１．当四半期決算に関する定性的情報

（１）経営成績に関する説明

当第２四半期連結累計期間におけるわが国経済は、堅調な企業収益や雇用環境の改善に支えられ、緩やかな回復

基調が見られるものの、米国の通商問題による影響が懸念されるなど、先行きが不透明な状況で推移いたしまし

た。 

当社グループと関係が深い建設業界、特に東北地方の被災地におきましては、復興需要が一段落を迎えており、

資機材価格や建設労働者不足による労務費の高止まり等の影響が顕在化する中、震災復興需要を含む公共投資は緩

やかな減少傾向を辿るなど、民間建設投資とともに価格競争による厳しい受注環境で推移いたしました。 

このような環境の中、復興関連需要の減少により、当第２四半期連結累計期間の受注高は、81億13百万円（前年

同期比 15.3％減）、売上高は、74億33百万円（前年同期比 21.0％減）、繰越高は、114億77百万円（前年同期

比 24.6％減）となりました。利益につきましては、営業利益は、４億99百万円（前年同期比 41.7％減）、経常

利益は、５億35百万円（前年同期比 39.7％減）、親会社株主に帰属する四半期純利益は、２億77百万円（前年同

期比 47.3％減）となりました。

なお、当社の売上高は通常の営業形態として、第４四半期に完成する工事の割合が大きいため、四半期の業績に

季節的変動があります。

 

セグメントの業績は次のとおりであります。

ア．建築事業

建築事業においては、前年同期にあった大型建築工事の受注・完成が今期は減少したため、受注高は、51億

14百万円（前年同期比 11.2％減）、売上高は、49億34百万円（前年同期比 29.8％減）、繰越高は、67億51

百万円（前年同期比 28.4％減）となりました。営業利益は、５億６百万円（前年同期比 36.0％減）となり

ました。

イ．土木緑地事業

土木緑地事業においては、前年同期にあった大型土木工事の受注が今期は減少したため、受注高は、18億24

百万円（前年同期比 28.5％減）、売上高は、18億12百万円（前年同期比 7.9％増）、繰越高は、42億20百

万円（前年同期比 18.3％減）となりました。営業利益は、１億33百万円（前年同期比 4.0％増）となりま

した。

ウ．環境関連事業

環境関連事業においては、前年同期と比べ発注時期のズレ等により、受注高は、７億26百万円（前年同期比 

7.6％減）、売上高は、２億37百万円（前年同期比 9.2％増）、繰越高は、５億５百万円（前年同期比 

19.6％減）となりました。営業利益は、76百万円（前年同期比 17.0％減）となりました。

エ．不動産事業

不動産事業においては、販売用土地の販売等により、受注高及び売上高は、27百万円（前年同期比 72.0％

増）となりました。営業利益は、２百万円（前年同期比 77.3％減）となりました。

オ．その他事業

その他事業においては、警備事業の受注減等により、受注高及び売上高は、４億20百万円（前年同期比 

8.6％減）となりました。営業利益は、37百万円（前年同期比 38.5％減）となりました。

 

（２）財政状態に関する説明 

①資産、負債及び純資産の状況

 当第２四半期連結会計期間末の資産合計は、156億15百万円となり、前連結会計年度末に比べ14億43百万円減

少いたしました。主な要因は、未成工事支出金６億１百万円等の増加に対して、現金預金３億83百万円、受取手

形・完成工事未収入金等12億59百万円、その他流動資産３億94百万円等の減少によるものであります。 

 当第２四半期連結会計期間末の負債合計は、73億39百万円となり、前連結会計年度末に比べ14億48百万円減少

いたしました。主な要因は、未成工事受入金８億66百万円等の増加に対し、支払手形・工事未払金等12億51百万

円、未払法人税等３億64百万円、賞与引当金２億54百万円、その他流動負債２億89百万円等の減少によるもので

あります。

 当第２四半期連結会計期間末の純資産合計は、82億76百万円となり、前連結会計年度末に比べ５百万円増加い

たしました。主な要因は、その他有価証券評価差額金43百万円等の減少に対し、利益剰余金58百万円の増加によ

るものであります。
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②キャッシュ・フローの状況 

当第２四半期連結累計期間における現金及び現金同等物（以下「資金」という。）の残高は、前第２四半期連

結累計期間に比べ２億37百万円減少し、51億５百万円（前年同四半期比 4.4％減）となりました。 

 

当第２四半期連結累計期間における各キャッシュ・フローの状況とそれらの要因は次のとおりであります。 

（営業活動によるキャッシュ・フロー） 

営業活動の結果得られた資金は、58百万円（前年同四半期比 95.8％減）となりました。これは主に、資金の

増加要因である、税金等調整前四半期純利益５億34百万円、売上債権の減少額12億59百万円、未成工事受入金の

増加額８億66百万円等に対し、資金の減少要因である、たな卸資産の増加額６億53百万円、仕入債務の減少額12

億48百万円、法人税等の支払額６億９百万円等があったことによるものであります。 

（投資活動によるキャッシュ・フロー） 

投資活動の結果得られた資金は、１億13百万円（前年同四半期は、26百万円の使用）となりました。これは主

に、資金の減少要因である、有形固定資産の取得による支出36百万円、無形固定資産の取得による支出41百万円

等に対し、資金の増加要因である、定期預金の払戻による収入２億円があったことによるものであります。 

（財務活動によるキャッシュ・フロー） 

財務活動の結果使用した資金は、３億60百万円（前年同四半期比 40.7％増）となりました。これは主に、資

金の減少要因である、短期借入金の減少40百万円、長期借入金の返済による支出88百万円、配当金の支払額２億

19百万円等があったことによるものであります。 

 

（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明

 業績予想につきましては、本日、別途公表いたしました「平成31年３月期第２四半期（累計）連結業績予想と実

績との差異に関するお知らせ」のとおりであります。

 なお、業績予想につきましては、当社が現在入手している情報及び合理的であると判断する一定の前提に基づい

ており、その達成を当社として約束するものではありません。また、実際の業績等は様々な要因により大きく異な

る可能性があります。
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２．四半期連結財務諸表及び主な注記

（１）四半期連結貸借対照表

    （単位：千円） 

 
前連結会計年度 

(平成30年３月31日) 
当第２四半期連結会計期間 

(平成30年９月30日) 

資産の部    

流動資産    

現金預金 5,497,420 5,114,185 

受取手形・完成工事未収入金等 5,495,102 4,235,516 

販売用不動産 139,111 188,611 

未成工事支出金 242,967 844,225 

その他 1,033,386 638,504 

貸倒引当金 △11,645 △4,238 

流動資産合計 12,396,342 11,016,804 

固定資産    

有形固定資産    

建物・構築物 1,671,968 1,673,083 

機械、運搬具及び工具器具備品 749,353 810,975 

土地 1,151,150 1,150,877 

リース資産 104,253 104,253 

減価償却累計額 △1,318,285 △1,375,638 

建設仮勘定 27,350 16,795 

有形固定資産合計 2,385,791 2,380,347 

無形固定資産合計 108,170 100,315 

投資その他の資産    

投資有価証券 1,643,047 1,584,872 

リース債権 120,261 115,843 

退職給付に係る資産 160,384 167,402 

繰延税金資産 105,883 109,629 

その他 161,513 162,064 

貸倒引当金 △22,491 △21,530 

投資その他の資産合計 2,168,600 2,118,283 

固定資産合計 4,662,562 4,598,946 

資産合計 17,058,905 15,615,750 
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    （単位：千円） 

 
前連結会計年度 

(平成30年３月31日) 
当第２四半期連結会計期間 

(平成30年９月30日) 

負債の部    

流動負債    

支払手形・工事未払金等 4,856,885 3,605,631 

短期借入金 974,000 934,000 

1年内返済予定の長期借入金 159,916 130,536 

未払法人税等 580,131 215,253 

未成工事受入金 597,330 1,463,955 

賞与引当金 427,613 172,721 

完成工事補償引当金 15,090 12,730 

工事損失引当金 3,264 2,085 

その他 657,678 368,452 

流動負債合計 8,271,910 6,905,366 

固定負債    

長期借入金 209,805 151,027 

繰延税金負債 34,746 16,983 

再評価に係る繰延税金負債 80,714 80,631 

退職給付に係る負債 46,879 44,630 

長期未払金 22,435 22,435 

その他 121,745 118,386 

固定負債合計 516,326 434,094 

負債合計 8,788,236 7,339,460 

純資産の部    

株主資本    

資本金 583,300 583,300 

資本剰余金 731,204 731,204 

利益剰余金 6,331,903 6,390,130 

自己株式 △3,980 △4,711 

株主資本合計 7,642,427 7,699,923 

その他の包括利益累計額    

その他有価証券評価差額金 703,549 660,216 

土地再評価差額金 △173,893 △174,082 

退職給付に係る調整累計額 55,961 50,197 

その他の包括利益累計額合計 585,617 536,330 

非支配株主持分 42,624 40,035 

純資産合計 8,270,668 8,276,289 

負債純資産合計 17,058,905 15,615,750 
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（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書

（四半期連結損益計算書）

（第２四半期連結累計期間）

    （単位：千円） 

 
前第２四半期連結累計期間 
(自 平成29年４月１日 

 至 平成29年９月30日) 

当第２四半期連結累計期間 
(自 平成30年４月１日 
 至 平成30年９月30日) 

売上高 9,404,731 7,433,089 

売上原価 7,926,686 6,265,277 

売上総利益 1,478,044 1,167,811 

販売費及び一般管理費 621,813 668,607 

営業利益 856,231 499,204 

営業外収益    

受取利息 180 710 

受取配当金 25,369 27,627 

受取賃貸料 12,911 12,183 

その他 8,051 7,740 

営業外収益合計 46,512 48,261 

営業外費用    

支払利息 10,136 8,927 

支払保証料 4,734 2,555 

その他 1,008 959 

営業外費用合計 15,879 12,442 

経常利益 886,864 535,023 

特別利益    

投資有価証券売却益 55,536 － 

特別利益合計 55,536 － 

特別損失    

固定資産除却損 745 7 

減損損失 － 272 

子会社社屋移転費用 2,353 － 

特別損失合計 3,099 280 

税金等調整前四半期純利益 939,301 534,742 

法人税等 407,871 254,253 

四半期純利益 531,430 280,489 

非支配株主に帰属する四半期純利益 4,787 2,903 

親会社株主に帰属する四半期純利益 526,643 277,586 
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（四半期連結包括利益計算書）

（第２四半期連結累計期間）

    （単位：千円） 

 
前第２四半期連結累計期間 
(自 平成29年４月１日 

 至 平成29年９月30日) 

当第２四半期連結累計期間 
(自 平成30年４月１日 
 至 平成30年９月30日) 

四半期純利益 531,430 280,489 

その他の包括利益    

その他有価証券評価差額金 79,571 △43,373 

退職給付に係る調整額 △24,276 △5,763 

その他の包括利益合計 55,295 △49,137 

四半期包括利益 586,725 231,351 

（内訳）    

親会社株主に係る四半期包括利益 582,566 228,489 

非支配株主に係る四半期包括利益 4,158 2,861 
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（３）四半期連結キャッシュ・フロー計算書

    （単位：千円） 

 
前第２四半期連結累計期間 
(自 平成29年４月１日 

 至 平成29年９月30日) 

当第２四半期連結累計期間 
(自 平成30年４月１日 
 至 平成30年９月30日) 

営業活動によるキャッシュ・フロー    

税金等調整前四半期純利益 939,301 534,742 

減価償却費 65,325 76,416 

減損損失 － 272 

貸倒引当金の増減額（△は減少） △6,422 △8,368 

賞与引当金の増減額（△は減少） △271,187 △254,891 

完成工事補償引当金の増減額（△は減少） 430 △2,360 

工事損失引当金の増減額（△は減少） △368 △1,179 

退職給付に係る資産の増減額（△は増加） △17,988 △23,472 

退職給付に係る負債の増減額（△は減少） △1,459 △2,248 

受取利息及び受取配当金 △25,550 △28,337 

支払利息 10,136 8,927 

有形固定資産除却損 745 7 

投資有価証券売却損益（△は益） △55,536 － 

売上債権の増減額（△は増加） 3,314,256 1,259,585 

たな卸資産の増減額（△は増加） △719,094 △653,320 

リース債権の増減額（△は増加） 3,836 4,117 

未収入金の増減額（△は増加） 322,447 △106,841 

その他の流動資産の増減額（△は増加） △461,587 504,714 

仕入債務の増減額（△は減少） △1,673,590 △1,248,915 

未成工事受入金の増減額（△は減少） 641,486 866,624 

未払消費税等の増減額（△は減少） △49,251 △108,278 

未払金の増減額（△は減少） △106,469 △127,062 

未払費用の増減額（△は減少） △43,365 △38,557 

前受金の増減額（△は減少） 706 △1,146 

その他の流動負債の増減額（△は減少） 57,962 △549 

その他 9,406 △1,214 

小計 1,934,169 648,662 

利息及び配当金の受取額 25,550 28,337 

利息の支払額 △9,840 △9,180 

法人税等の支払額 △566,339 △609,182 

営業活動によるキャッシュ・フロー 1,383,539 58,636 
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    （単位：千円） 

 
前第２四半期連結累計期間 
(自 平成29年４月１日 

 至 平成29年９月30日) 

当第２四半期連結累計期間 
(自 平成30年４月１日 
 至 平成30年９月30日) 

投資活動によるキャッシュ・フロー    

定期預金の預入による支出 △4,800 △4,800 

定期預金の払戻による収入 － 200,000 

投資有価証券の取得による支出 △2,412 △2,349 

投資有価証券の売却による収入 85,997 － 

貸付けによる支出 △170 － 

貸付金の回収による収入 165 128 

有形固定資産の取得による支出 △61,023 △36,951 

無形固定資産の取得による支出 △53,083 △41,941 

その他 9,205 △550 

投資活動によるキャッシュ・フロー △26,122 113,534 

財務活動によるキャッシュ・フロー    

短期借入金の純増減額（△は減少） △94,500 △40,000 

長期借入れによる収入 150,000 － 

長期借入金の返済による支出 △105,446 △88,158 

ファイナンス・リース債務の返済による支出 △12,665 △6,318 

自己株式の取得による支出 △900 △731 

配当金の支払額 △188,258 △219,556 

非支配株主への配当金の支払額 △4,196 △5,443 

財務活動によるキャッシュ・フロー △255,966 △360,206 

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 1,101,451 △188,035 

現金及び現金同等物の期首残高 4,241,878 5,293,620 

現金及び現金同等物の四半期末残高 5,343,329 5,105,585 

 

- 9 -

常磐開発（株）　（１７８２）　平成30年3月期第２四半期決算短信



（４）四半期連結財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

 該当事項はありません。

 

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

 該当事項はありません。

 

（四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用）

 税金費用につきましては、当第２四半期連結会計期間を含む連結会計年度の税引前当期純利益に対する税効果会

計適用後の実効税率を合理的に見積り、税引前四半期純利益に当該見積実効税率を乗じて計算しております。 

 

 

（セグメント情報等）

【セグメント情報】

Ⅰ．前第２四半期連結累計期間（自平成29年４月１日 至平成29年９月30日）

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

            （単位：千円） 

  報告セグメント 
その他 
（注） 

合計 
  建築事業 

土木緑地 
事業 

環境関連 
事業 

不動産事業 計 

売上高              

外部顧客への

売上高 
7,030,945 1,680,134 217,848 15,845 8,944,773 459,958 9,404,731 

セグメント間
の内部売上高
又は振替高 

3,670 5,300 11,862 - 20,832 33,324 54,156 

計 7,034,615 1,685,434 229,710 15,845 8,965,605 493,282 9,458,887 

セグメント利益 790,755 128,121 92,612 12,714 1,024,204 60,352 1,084,556 

（注）「その他」の区分は、報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、警備事業等を含んでおりま

す。

 
２．報告セグメントの利益又は損失の金額の合計額と四半期連結損益計算書計上額との差額及び当該差額の主な

内容（差異調整に関する事項）

（単位：千円）
 

利益 金額

報告セグメント計 1,024,204

「その他」の区分の利益 60,352

セグメント間取引消去 △6,780

全社費用（注） △221,545

四半期連結損益計算書の営業利益 856,231

（注）全社費用は、主に報告セグメントに帰属しない販売費及び一般管理費であります。

 

３．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

該当事項はありません。

 

- 10 -

常磐開発（株）　（１７８２）　平成30年3月期第２四半期決算短信



Ⅱ．当第２四半期連結累計期間（自平成30年４月１日 至平成30年９月30日）

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

            （単位：千円） 

  報告セグメント 
その他 
（注） 

合計 
  建築事業 

土木緑地 
事業 

環境関連 
事業 

不動産事業 計 

売上高              

外部顧客への

売上高 
4,934,876 1,812,529 237,907 27,248 7,012,562 420,526 7,433,089 

セグメント間
の内部売上高
又は振替高 

6,332 4,829 12,896 － 24,058 31,119 55,178 

計 4,941,208 1,817,358 250,804 27,248 7,036,620 451,646 7,488,267 

セグメント利益 506,421 133,294 76,826 2,887 719,429 37,117 756,546 

（注）「その他」の区分は、報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、警備事業等を含んでおりま

す。

 
２．報告セグメントの利益又は損失の金額の合計額と四半期連結損益計算書計上額との差額及び当該差額の主な

内容（差異調整に関する事項）

（単位：千円）
 

利益 金額

報告セグメント計 719,429

「その他」の区分の利益 37,117

セグメント間取引消去 △3,237

全社費用（注） △254,104

四半期連結損益計算書の営業利益 499,204

（注）全社費用は、主に報告セグメントに帰属しない販売費及び一般管理費であります。

 

３．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

重要性が乏しいため、記載を省略しております。
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３．その他

   受注高、売上高及び繰越高の状況（連結）

 （受注高）                                        （単位：百万円）

 

 

 区分

期別

 

 

平成30年３月期第２四半期

連結累計期間

 自 平成29年４月１日

 至 平成29年９月30日

平成31年３月期第２四半期

連結累計期間

 自 平成30年４月１日

 至 平成30年９月30日

前年同期比

（％）

前連結会計年度

 自 平成29年４月１日

 至 平成30年３月31日

 建築事業 ５，７６２ ５，１１４ ８８．８     １０，１７２

 土木緑地事業 ２，５５３   １，８２４ ７１．５     ４，８０５

 環境関連事業 ７８６   ７２６ ９２．４     １，２３８

 不動産事業 １５       ２７ １７２．０     １９２

 その他事業 ４５９     ４２０ ９１．４     ８９５

 合 計 ９，５７７     ８，１１３ ８４．７     １７，３０５

 

 （売上高）                                        （単位：百万円）

 

 

 区分

期別

 

 

平成30年３月期第２四半期

連結累計期間

 自 平成29年４月１日

 至 平成29年９月30日

平成31年３月期第２四半期

連結累計期間

 自 平成30年４月１日

 至 平成30年９月30日

前年同期比

（％）

前連結会計年度

 自 平成29年４月１日

 至 平成30年３月31日

 建築事業 ７，０３０     ４，９３４ ７０．２   １４，２９３

 土木緑地事業 １，６８０     １，８１２ １０７．９     ４，８９０

 環境関連事業 ２１７     ２３７ １０９．２     １，２８２

 不動産事業 １５       ２７ １７２．０     １９２

 その他事業 ４５９     ４２０ ９１．４     ８９５

 合 計 ９，４０４     ７，４３３ ７９．０     ２１，５５５

 

 （繰越高）                                                                                （単位：百万円）

 

 

 区分

期別

 

 

平成30年３月期第２四半期

連結累計期間

 自 平成29年４月１日

 至 平成29年９月30日

平成31年３月期第２四半期

連結累計期間

 自 平成30年４月１日

 至 平成30年９月30日

前年同期比

（％）

前連結会計年度

 自 平成29年４月１日

 至 平成30年３月31日

 建築事業 ９，４２３     ６，７５１ ７１．６     ６，５７１

 土木緑地事業 ５，１６６     ４，２２０ ８１．７     ４，２０８

 環境関連事業 ６２９     ５０５ ８０．４     １７

 不動産事業 －     － －     －

 その他事業 －     － －     －

 合 計 １５，２１９     １１，４７７ ７５．４     １０，７９７
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